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８月１７日

（日）

Ⅰテサロ

ニケ

４章

「このようにして、わたしたちはいつまでも主と共にいることに

なります。ですから、今述べた言葉によって励まし合いなさ

い」（１７−１８節）。いつかラッパが鳴り響き、主が天から降っ

て来られ、死んだ仲間とわたしたちが一緒に引き上げられる

（１６-１７節）…迫害のひどい苦しみ（１：６，２：１４）の中で、こ

の希望を握りしめて忍耐したテサロニケの信徒たちを思う。

１８日

（月）

Ⅰテサロ

ニケ

５章

「“霊”の火を消してはいけません」（１９節）。本章には信仰の

諭しや励ましが豊かに綴られているが、その全てを成させる

のは、きっとあのペンテコステの日私たちの内に降られたキリ

ストの“霊”の火。この火を守るのは私たち自身の努力ではな

い。「傷ついた葦を折らず、くすぶる灯心を消さない（マタイ１

２：２０，イザヤ４２：３）」主の僕イエスを常に覚えていたい。

１９日

（火）

Ⅱテサロ

ニケ

１章

「苦しみを受けているあなたがたには、わたしたちと共に休

息をもって報いてくださるのです。主イエスが力強い天使た

ちを率いて天から来られるとき、神はこの報いを実現なさい

ます」（７節）。「休息」を、来臨の主の光に照らされた貴い希

望として憧れる迫害下の信徒たち。今この世界でも、いっとき

の休息もなく絶えず心身を脅かされ続けている人々を思う。

２０日

（水）

Ⅱテサロ

ニケ

２章

「主の日は既に来てしまったかのように言う者がいても、すぐ

に動揺して分別を無くしたり、慌てふためいたりしないでほし

い」（２節）。聖書に記された約束でさえも、言葉巧みに人の

思想や計画の正当化に使われる危険はいつもある。テサロニ

ケの信徒への２通の手紙には神秘的・黙示的な箇所が多い

が、私たちがしっかり立ちたい場所はどこだろうか？
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２１日

（木）

Ⅱテサロ

ニケ

３章

「わたしたちのために祈ってください。主の言葉が、あなたが

たのところでそうであったように、速やかに宣べ伝えられ、あ

がめられるように」（１節）。「祈ってください」と頼む中にも「あ

なたがたの働きで、主の言葉が速やかに宣べ伝えられました

よ！」という感謝と励ましが織り込んである。話すにも書くに

も、常に人を造り上げる言葉を使うことを教わる。

２２日

（金）

Ⅰテモテ

１章

「わたしのこの命令は、清い心と正しい良心と純真な信仰と

から生じる愛を目指すものです」（５節）。さまざまな思想や教

えが流れ込んでくるエフェソの教会を牧するテモテへの２通

の手紙では「良心」が信仰の拠り所のひとつとされている。そ

れはきっと神に造られたままの心、世の煩いで一時は忘れて

も、十字架のイエスを思うとき再び心に沸いてくる思い。

２３日

（土）

Ⅰテモテ

２章

「願いと祈りと執り成しと感謝とをすべての人々のためにささ

げなさい…わたしたちが常に信心と品位を保ち、平穏で落ち

着いた生活を送るためです」（１-２節）。使徒書簡の随所で

見られる、奴隷や女性に屈従を求める記述は、決して「時代

だから仕方がない」と流せるものではないが、「教会が静まっ

て祈ることから始めたい」という思いはあったのだろう。

２４日

（日）

Ⅰテモテ

３章

「神の家とは、真理の柱であり土台である生ける神の教会で

す」（１５節）。なんと大胆な言葉だろうか。多くの欠けをもった

人々の集まりである教会を「神の家」と呼ぶとは。パウロは人と

人との間に働く「生ける神」を見ている。私たちがお互いの間

に「真理の柱であり土台である神」を見ていく時、さまざまな欠

けがあふれようとも、そこに「神の家」が建てられているのだ。
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